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浪
江
町
や
葛
尾
村
の
旧

「
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
」

で
昨
年
ま
で
除
染
労
働
に
当

た
っ
て
い
た
労
働
者
た
ち
が
、

月
に
十
日
以
上
も
待
機
や
雨

天
で
休
業
さ
せ
ら
れ
て
休
業

手
当
が
払
わ
れ
な
い
た
め
生

活
が
で
き
な
く
な
り
、
ふ
く

し
ま
連
帯
労
組
と
宮
城
合
同

労
組
に
相
談
し
た
。

し
か
し
安
藤
ハ
ザ
マ
の
二

次
下
請
け
木
村
電
設
工
業

（
郡
山
市
）
は
、
「
働
か
な

か
っ
た
者
に
金
を
出
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
開
き
直
っ

て
団
交
を
打
ち
切
り
、
労
基

署
の
指
導
に
も
従
わ
な
か
っ

た
。六

名
の
組
合
員
が
原
告
と

な
り
休
業
手
当
等
を
請
求
し

た
福
島
地
裁
郡
山
支
部
で
の

第
二
回
裁
判
は
、
四
名
が
原

告
席
に
陣
取
り
、
傍
聴
席
は

支
援
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

会
社
側
弁
護
士
は
「
払
う
べ

き
も
の
は
払
い
た
い
」
と
釈

明
。そ

の
後
の
報
告
会
は
明
る

い
雰
囲
気
で
終
始
し
た
。

齋
藤
弁
護
士
が
、
「
訴
状

意
識
し
て
次
回
十
月
十
二
日

も
弁
論
（
公
開
）
に
す
る
と

言
っ
て
く
れ
た
。
今
後
も
結

集
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。
先
の
前
田
建
設
労

働
委
員
会
争
議
の
勝
利
に
続

き
木
村
争
議
の
勝
利
の
た
め
、

全
国
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
は

全
力
で
闘
い
抜
き
た
い
。

最
高
裁
判
所
は
8
月
22
日

付
で
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
不
当
判

決
破
棄
を
求
め
た
上
告
を
不

受
理
・
棄
却
の
決
定
を
下
し

ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
懸
念
さ
れ

る
の
は
、
何
よ
り
「
労
働
組

合
が
何
も
で
き
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
」
と
の
誤
解
で

す
。
確
か
に
、
労
働
組
合
の

行
動
の
責
任
を
個
人
に
認
め

た
影
響
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
判
決
の
内
容

は
あ
く
ま
で
「
偽
装
倒
産
」

な
ど
一
部
の
表
現
に
よ
る
信

用
毀
損
で
あ
り
、
極
め
て
限

定
的
な
も
の
で
す
。
争
議
行

為
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誤
解

に
よ
る
風
評
被
害
さ
え
な
け

れ
ば
、
恐
れ
る
に
足
り
ま
せ

ん
。

そ
し
て
何
よ
り
争
議
は
法

廷
で
は
な
く
、
現
場
で
行
わ

れ
て
い
る
の
で
す
。
二
千
百

通
に
も
及
ぶ
団
体
署
名
や
労

働
弁
護
団
決
議
、
そ
し
て
労

働
法
・
言
論
学
・
憲
法
学
な

ど
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

意
見
書
な
ど
、
違
憲
判
決
を

危
惧
す
る
多
く
の
声
を
無
視

し
て
冷
徹
に
切
り
捨
て
た
最

高
裁
決
定
に
強
く
抗
議
し
ま

す
。そ

し
て
全
て
の
労
働
運
動

を
敵
視
し
た
、
司
法
の
謝
っ

た
判
断
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

フ
ジ
ビ
「
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
」
上
告
審
、

最
高
裁
の
不
当
決
定
（
８
・
22
）

を
許
さ
な
い
！

９
・
14
決
起
集
会
（
田
端
台
公
園
）

に
集
ま
ろ
う
！

除
染
労
働
者
六
名
の
「
休
業
手
当
等
請
求
」

第
二
回
裁
判

原
告
四
人
を
先
頭
に
満
席
傍
聴
支
援
で
闘
い
、
初
戦
に
勝
利
！

ふ
く
し
ま
連
帯
労
組
／
宮
城
合
同
労
組

9
月
14
日
の
決
起
集
会
を
怒

り
の
行
動
に
変
え
、
労
働
者

の
怒
り
を
結
集
し
て
成
功
さ

せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
参

加
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全
労
協
全
国
一
般
東
京
労
組

フ
ジ
ビ
グ
ル
ー
プ
分
会

山
紀
会
支
部
、
今
争
議
中
！

抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
あ
り
が
と
う
！

今
組
合
員
の
何
人
か
は
、

福
島
第
一
原
発
内
の
廃
炉
作

業
、
及
び
除
染
土
を
大
熊
町
、

双
葉
町
の
「
中
間
貯
蔵
施
設
」

へ
移
動
さ
せ
る
被
爆
労
働
を

し
て
い
る
。

被
爆
労
働
は
今
後
何
十
年

も
続
く
。
全
国
の
仲
間
の
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

夜
勤
手
当
が
異
な
る
、
パ
ー

ト
職
員
や
契
約
社
員
の
待
遇

は
バ
ラ
バ
ラ
、
キ
チ
ン
と
し

た
ル
ー
ル
の
も
と
に
公
正
に

働
け
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
！

と
、
団
体
交
渉
は
活
発
化
し

て
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
上
、
影
響
力
を
持

た
れ
た
ら
ア
カ
ン

…
と
法
人
が
思
っ

た
か
、
突
然
、
支

部
拠
点
で
あ
る
す

て
ー
し
ょ
ん
に
施

設
長
を
配
置
す
る
！

と
言
い
出
し
ま
し

た
。組

合
結
成
と
と

も
に
、
こ
れ
も
突

然
、
監
視
の
た
め

に
施
設
長
が
送
ら

れ
、
施
設
長
を
め

ぐ
っ
て
は
ズ
ー
ッ
と
も
め
続

け
て
き
ま
し
た
。
業
務
上
の

必
要
で
は
な
く
、
組
合
つ
ぶ

し
の
た
め
の
監
視
と
介
入
の

た
め
の
人
事
は
、
職
場
環
境

を
い
ち
じ
る
し
く
悪
化
さ
せ

ま
す
。

も
う
、
い
い
か
げ
ん
に
し

て
く
れ
～
と
抗
議
に
立
ち
あ

が
っ
て
い
ま
す
。
6
月
27
日

に
労
働
委
員
会
に
申
し
立
て
、

7
月
18
日
か
ら
調
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
（
抗
議
宣
伝
・

左
の
写
真
）
そ
し
て
、
全
国

か
ら
は
70
通
を
超
え
る
抗
議

Ｆ
Ａ
Ｘ
。
添
え
ら
れ
て
い
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
心
強
く
、
現

場
は
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
。
（
福
祉
・
介

護
・
医
療
労
働
者
組
合
）

８・１７

今
年
の
春
、
山
紀
会
で
は
、

介
護
事
業
部
に
あ
る
ヤ
マ
キ

分
会
に
加
え
、
病
院
分
会
が

立
ち
あ
が
り
ま
し
た
。
医
療

法
人
山
紀
会
の
医
療
・
介
護

を
つ
ら
ぬ
く
支
部
と
な
り
ま

し
た
。

山
紀
会
の
就
業
規
則
は
穴

だ
ら
け
。
同
じ
ヘ
ル
パ
ー
仕

事
で
あ
り
な
が
ら
、
病
院
と

介
護
事
業
所
で
資
格
手
当
が

異
な
る
、
同
じ
看
護
師
で
あ

り
な
が
ら
、
病
棟
に
よ
っ
て

提
出
時
に
マ
ス
コ
ミ
が
大
き
く

報
道
し
、
毎
回
大
勢
で
傍
聴
し

て
い
る
の
で
、
裁
判
所
も
十
分

第２回裁判報告会（郡山市）
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全
国
協
第
27
回
大
会
は
、

こ
の
間
の
運
動
の
成
果
と
限

界
を
正
し
く
総
括
し
議
論
を

深
め
、
時
代
の
要
請
に
応
え

る
労
働
組
合
運
動
の
再
構
築
、

組
織
活
性
化
、
全
国
的
運
動

陣
型
を
図
る
再
出
発
の
場
だ
。

生
活
で
き
な
い
最
賃
、
最

時
代
の
要
請
に
応
え
う
る

第
27
回
大
会
の
成
功
を
！

全
世
界
を
覆
う
貧
困
・
格

差
拡
大
を
転
換
さ
せ
よ
う

日
本
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
破

綻
、
貧
困
・
格
差
の
拡
大
は

そ
の
象
徴
で
あ
る
。
資
本
と

安
倍
政
権
は
一
体
と
な
っ
て
、

こ
の
成
長
幻
想
を
役
割
を

担
う
の
が
安
倍
「
働
き
方
改

革
」
で
あ
り
、
あ
ろ
う
こ
と

か
安
倍
「
人
づ
く
り
革
命
」

で
あ
る
。
社
会
経
済
政
策
の

直
接
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
労
働

者
国
民
の
労
働
と
生
活
に
向

け
ら
れ
、
格
差
と
貧
困
の
拡

大
の
中
、
労
働
時
間
規
制
な

き
生
産
性
向
上
、
資
本
の
利

益
優
先
が
目
論
ま
れ
、
雇
用

関
係
を
否
定
す
る
労
働
者
の

自
己
責
任
・
自
己
犠
牲
を
強

こ
の
1
年
、
世
界
と
日

本
の
状
況
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
安
倍
暴
走
政
治
と
ア
メ

リ
カ･

ト
ラ
ン
プ
に
代
表
さ
れ

る
世
界
の
自
国
中
心
の
排
外

主
義
が
進
む
中
で
、
こ
れ
に

対
す
る
反
対
の
運
動
が
登
場

し
て
い
る
。
こ
の
激
動
は
、

日
本
の
み
な
ら
ず
全
世
界
を

覆
う
歴
史
的
な
転
換
を
原
因

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
状

の
資
本･

権
力
で
は
こ
れ
ま
で

の
秩
序
を
維
持
で
き
な
い
結

果
の
産
物
で
あ
る
。
ア
メ
リ

カ
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ

ル
金
融
資
本
主
義
に
よ
る
富

の
集
中･

貧
困
の
拡
大
が
、
社

会
の
安
定
性
を
破
壊
し
続
け

た
こ
と
で
、
国
家
主
義
・
排

外
主
義
が
蔓
延
し
対
立
と
紛

争
が
拡
大
し
て
い
る
。

安
倍
の
「
成
長
幻
想
」
に

よ
る
国
家
主
義
へ
の
統
合

を
許
さ
な
い

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
と
「
人
づ
く
り
革
命
」

は
欺
瞞
だ
！

戦
争
の
危
機
を
煽
り
、
憲
法

改
悪
、
戦
争
の
で
き
る
国
づ

く
り
を
進
め
る
中
、
新
た
な

成
長
幻
想
を
振
り
ま
き
人
々

を
国
家
主
義
の
下
に
再
編
統

合
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し

安
倍
政
治･

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の

現
実
は
、
低
賃
金
・
長
時
間

労
働
に
よ
る
収
奪
の
強
化
、

医
療
・
年
金
・
高
齢
者
や
障

害
者
へ
の
介
護
の
切
捨
て
を

強
要
す
る
も
の
で
あ
り
、
戦

争
と
軍
事
圧
力
で
平
和
と
協

調
に
も
づ
く
秩
序
を
破
壊
し

よ
う
と
す
る
も
の
だ
。

要
す
る
社
会
が
目
論
ま
れ
て

い
る
。

労
働
組
合
運
動
の
職
場
・

地
域
か
ら
の
再
構
築
が
、
い

ま
ほ
ど
問
わ
れ
る
と
き
は
な

い
。
し
か
し
、
連
合
の
一
部

指
導
部
は
、
労
働
時
間
上
限

規
制
を
口
実
に
、
残
業
月
間

100
時
間
の
容
認
、
高
度
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
賃
金
の
導

入
な
ど
労
働
時
間
の
原
則
を

否
定
す
る
妥
協
策
に
走
っ
て

い
る
。
労
働
者
の
生
活
と
権

利
の
防
衛
は
、
職
場･

地
域
か

ら
現
場
労
働
者
の
現
実
に
依

拠
し
た
広
範
な
運
動
を
作
れ

る
か
否
か
の
正
念
場
だ
。
安

倍
「
働
き
方
改
革
」
批
判
へ

の
広
範
な
労
働
組
合･

労
働
者

の
結
集
実
現
の
と
き
で
あ
る
。

低
賃
金
に
貼
り
つ
く
よ

う
な
中
小
零
細
企
業
労

働
者
の
低
賃
金
構
造
、

様
々
に
存
在
す
る
長
時

間
労
働
と
健
康
破
壊
、

分
断
さ
れ
た
雇
用
形
態

に
よ
る
差
別
的
処
遇
、

不
安
定
雇
用
の
拡
大
・

固
定
化
な
ど
喫
緊
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
非
正
規
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
移
民
労

働
者
な
ど
と
の
分
断
の

壁
を
克
服
し
、
自
立
し

合
い
、
一
体
化
し
た
運

動
の
た
め
に
率
直
な
討

論
、
交
流
、
共
闘
を
作

り
上
げ
よ
う
。

分
断
・
格
差
の
底
辺
か

ら
の
運
動
を
進
め
て
き
た

全
国
一
般
労
働
運
動
の
経

験
を
生
か
し
て
、
労
働
組

合
運
動
の
社
会
的
・
政
治

的
責
任
を
担
う
運
動
と
組

織
の
陣
形
を
作
り
出
そ
う
。

未
組
織
の
組
織
化
、
あ

ら
ゆ
る
争
議
の
勝
利
め
ざ

す
全
国
協
の
運
動
は
、
平

和
と
人
権
を
破
壊
す
る
憲

法
改
悪
を
許
さ
な
い
広
範
な

労
働
者
市
民
の
運
動
と
よ
り

豊
か
に
連
帯
す
る
道
筋
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

スケジュール
●９/９（土）13時～1０（日）正午
全国協第27回定期大会

第1日目：渋谷勤労福祉会館
第2日目：三田いきいきプラザ

●10/１（日）１４時～２（月）正午
全労協第２９回定期全国大会

＠熱海ニューフジヤホテル
●１０/８（日）13時～９（日）正午

ユニオン・合同労組連絡会
第２回全国交流集会 in福岡
＠福岡東映ホテル（渡辺通り）

８/19 労働法制改悪阻止、
戦争法・共謀罪廃止
総がかり行動
＠国会議員会館前

全
国
一
般
全
国
協
・

第
27
回
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
！
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を
港
区
三
田
で
開
催

し
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
の
目
安
決
定

に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
っ
て
き
た
。

新
最
低
賃
金
は
、
10
月
に

発
行
す
る
。
最
低
賃
金
の
影

響
率
（
改
定
後
の
最
低
賃
金

を
下
回
る
こ
と
と
な
る
労
働

者
の
割
合
）
は
高
ま
っ
て
お

り
、
新
最
低
賃
金
の
周
知
に

努
め
る
と
と
も
に
、
最
賃
違

反
の
摘
発
に
取
り
組
も
う
。

最
低
賃
金
の
引
上
げ
は
昨

年
に
続
き
今
年
度
も
25
円
と

な
り
、
新
規
採
用
さ
れ
た
労

働
者
と
経
験
を
積
ん
だ
在
籍

労
働
者
の
賃
金
に
差
が
つ
か

な
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
た
め
、
低
賃
金
労
働
者
を

中
心
に
低
賃
金
に
対
す
る
不

満
が
高
ま
っ
て
い
る
。
低
賃

金
労
働
者
の
組
織
化
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
最
低
賃
金
に

特
化
し
た
労
働
相
談
な
ど
に

取
り
組
み
、
最
賃
引
上
げ
に

連
動
し
た
低
賃
金
労
働
者
の

賃
上
げ
を
共
に
か
ち
と
ろ
う
。

も
の
不
当
な
判
決
・
命
令
と

闘
い
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て

き
た
。
闘
争
5
年
を
経
て
、

支
援
の
輪
は
今
や
全
国
に
、

そ
し
て
海
外
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
。
最
高
裁
は
、
今
回

の
上
告
棄
却
・
不
受
理
決
定

に
よ
っ
て
す
べ
て

の
労
働
運
動
を
敵

視
す
る
姿
勢
を
明

確
に
し
た
。
こ
れ

を
私
た
ち
は
絶
対
に
許
さ
な

い
。
私
た
ち
は
現
場
の
大
衆

闘
争
な
ど
で
闘
い
、
必
ず
勝

利
す
る
。

２
０
１
７
年
8
月
24
日

フ
ジ
ビ
闘
争
支
援
共
闘
会
議

議
長

久
保

聡

最
高
裁
判
所
第
三
小
法
廷

は
8
月
22
日
、
フ
ジ
ビ
ス
ラ
ッ

プ
訴
訟
高
裁
不
当
判
決
破
棄

を
求
め
た
上
告
に
棄
却
・
不

受
理
の
決
定
を
出
し
た
。
労

働
組
合
の
行
動
に
も
か
か
わ

ら
ず
個
人
を
標
的
と
し
て
訴

え
た
裁
判
は
、

そ
れ
自
体
が

訴
権
の
濫
用

と
も
言
う
べ

き
恫
喝
行
為
で
あ
る
。
し
か

し
東
京
地
裁
・
高
裁
は
こ
の

訴
え
の
一
部
を
取
り
上
げ
、

卑
劣
な
企
業
破
産
に
よ
り
解

雇
さ
れ
生
活
を
奪
わ
れ
た
労

働
者
の
怒
り
と
悲
し
み
の
声

を
、
会
社
に
対
す
る
信
用
毀

国
総
会
で
の
特
別
な
決
議
が

出
さ
れ
、
労
働
法
、
言
論
学
、

憲
法
学
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

専
門
家
か
ら
は
重
厚
な
意
見

書
が
出
さ
れ
た
。
最
高
裁
へ

の
要
請
は
こ
れ
ま
で
に
11
回

を
数
え
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
ら
の
声
に
耳

を
傾
け
る
こ
と
も
な
く
、
憲

法
違
反
の
原
審
判
決
を
容
認

し
た
今
回
の
最
高
裁
決
定
は
、

断
じ
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
強
く
抗
議
す
る
。

私
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、
幾
つ

安
倍
政
権
に
よ
る
「
働
き

方
改
革
」
の
名
に
よ
る
労
働

法
制
破
壊
が
、
い
よ
い
よ
こ

の
秋
の
臨
時
国
会
の
焦
点
に

な
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
こ
れ
ま

で
私
た
ち
が
批
判
し
て
き
た

「
残
業
代
ゼ
ロ
法
案
」
（
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
）
と
「
残
業
時
間
規
制
」

と
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」

関
連
の
法
案
を
一
括
法
案
と

し
て
ま
と
め
て
国
会
に
上
程

す
る
と
言
っ
て
い
る
。
そ
れ

ぞ
れ
の
内
容
が
、
過
労
死
を

容
認
し
た
り
、
「
身
分
差
別
」

を
固
定
化
す
る
も
の
だ
と
い

う
批
判
は
こ
れ
ま
で
何
度
も

述
べ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
一

括
り
に
す
る
と
い
う
暴
挙
は

さ
ら
に
許
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
こ
の
三
つ
は

連
合
は
、
も
は
や
そ
の
役
割

を
全
く
果
た
し
て
い
な
い
。

こ
の
局
面
で
は
、
政
府
・
厚

労
省
に
対
し
て
、
私
た
ち
が

直
接
的
に
働
き
か
け
る
こ
と

損
で
あ
る
と
決
め
つ
け
た
。

労
働
組
合
に
結
集
す
る
労
働

者
の
権
利
を
も
踏
み
に
じ
る
、

憲
法
違
反
の
不
当
判
決
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
に
対
し
私
た
ち
支
援

共
闘
会
議
は
、
不
当
判
決
破

棄
を
求
め
て
、
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
た
。
全
国

の
労
働
組
合
・
民
主
団
体
に

呼
び
か
け
た
団
体
署
名
は
、

高
裁
・
最
高
裁
併
せ
て
二
千

百
団
体
に
も
及
ん
で
い
る
。

日
本
労
働
弁
護
団
か
ら
は
全

目
的
も
、
対
象
と
す
る
労
働

者
の
立
場
も
全
く
違
う
も
の

だ
か
ら
だ
。

し
か
し
、
８
月
末
か
ら
労

働
政
策
審
議
会
で
法
案
作
成

の
た
め
の
議
論
が
始
ま
る
と

こ
ろ
ま
で
き
て
い
る
。
折
か

ら
労
政
審
に
は
「
基
本
部
会
」

な
る
も
の
が
設
置
さ
れ
、

「
労
働
法
は
働
く
者
の
足
枷

だ
」
と
「
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方
」
を
声
高
に
叫
ぶ
意

見
が
勢
い
を
増
し
て
い
る
。

一
方
で
、
労
働
者
を
代
表

し
て
参
加
し
て
い
る
は
ず
の

労
働
法
制
破
壊
…
こ
の
秋
が

正
念
場
、
全
力
で
阻
止
し
よ
う
！

富
士
美
術
印
刷
事
件
「
フ
ジ
ビ
闘
争
ス
ラ
ッ
プ
訴
訟
」

最
高
裁
不
当
決
定
に
対
す
る
抗
議
声
明
（
支
援
共
闘
）

が
必
要
と
な
る
。

雇
用
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
当
面
労
政
審
に
対
す
る

要
請
・
抗
議
行
動
を
重
ね
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
そ

う
し
た
行
動
に
で
き
る
だ
け

参
加
し
つ
つ
、
反
対
署
名
や

ビ
ラ
配
布
な
ど
、
広
く
世
論

に
訴
え
る
活
動
も
強
め
た
い
。

最
低
賃
金
引
き
上
げ
に
連
動
し
、
低
賃
金

労
働
者
の
賃
上
げ
を
共
に
か
ち
と
ろ
う
！

今
年
度
の
最
低
賃
金
引
上

げ
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
新

最
低
賃
金
は
、
全
国
加
重
平

均
で
八
四
八
円
と
な
る
。

四
三
都
道
府
県
が
中
賃
の

目
安
金
額
で
決
ま
り
、
新
潟

鳥
取
、
宮
崎
、
沖
縄
の
四
県

が
目
安
プ
ラ
ス
一
円
の
答
申

で
あ
っ
た
。

全
国
協
で
は
７
月
６
日
に

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
に
対

し
、
署
名
一
八
六
六
筆
を
添

付
し
た
意
見
書
を
提
出
、
そ

の
後
、
各
地
の
最
低
賃
金
審

議
会
に
意
見
書
の
提
出
、
審

議
会
傍
聴
、
意
見
陳
述
な
ど

の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

７
月
24
日
に
は
、
諸
潮
流

の
労
働
組
合
が
参
加
し
て
、

新
橋
で
最
低
賃
金
引
き
上
げ

の
ア
ピ
ー
ル
行
動
を
行
う
と

と
も
に
「
最
低
賃
金
大
幅
引

上
げ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
集
会
」

7・24最賃大幅引上げｷｬﾝﾍﾟｰﾝ
情宣 ＠新橋駅前
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間
で
争
い
が
あ
る
か
ら
と
書

証
提
出
も
求
め
た
。

次
回
第
4
回
は
、
10
月
13

日
11
時
か
ら
１
０
３
号
法
廷
。

大
法
廷
を
埋
め
つ
く
し
て
、

裁
判
所
と
世
論
に
強
く
訴
え

よ
う
。

福
島
原
発
事
故
後
の
事
故
収

束
労
働
に
従
事
し
、
そ
の
被

ば
く
労
働
に
起
因
す
る
労
災

が
認
定
さ
れ
た
労
働
者
が
提

起
し
た
、
初
め
て
の
損
害
賠

償
訴
訟
で
あ
る
。
決
し
て
負

け
ら
れ
な
い
闘
い
だ
。

１
０
３
大
法
廷
が
、
百
人

を
超
え
る
支
援
者
で
一
杯
と

な
り
、
傍
聴
で
き
な
い
人
も

出
た
。

裁
判
長
は
、
被
ば
く
量

（
19
・
78
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
）

で
の
争
い
が
あ
る
こ
と
を
認

め
て
、
被
告
の
東
電
に
、
被

ば
く
量
管
理
制
度
と
、
本
件

に
当
て
は
め
た
場
合
と
の
説

明
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
る
と
し

た
。
ま
た
被
ば
く
労
働
の
期

7
・
28

あ
ら
か
ぶ
裁
判
第
３
回
で
弁
護
側
が
反
証
！

メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
支
部
の
非
正
規
差
別
な
く
せ

裁
判
控
訴
審
ス
タ
ー
ト

東
京
東
部
労
組

場
し
た
。
「
働
き
方
改
革
」

や
「
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
」
な

ど
と
称
し
て
株
主
で
あ
る
企

業
で
の
非
正
規
差
別
に
向
き

合
お
う
と
し
な
い
不
誠
実
な

態
度
に
怒
り
の
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
、
今
年
３
月
の
東

京
地
裁
に
よ
る
非
正
規
差
別

を
容
認
し
た
不
当
判
決
に
対

す
る
控
訴
審
第
１
回
口
頭
弁

論
が
７
月
10
日
、
東
京
高
裁

で
開
か
れ
、
支
部
組
合
員
を

代
表
し
て
後
呂
良
子
委
員
長

が
意
見
陳
述
に
立
ち
、
「
正

社
員
と
同
じ
売
店
で
ず
っ
と

ず
っ
と
長
い
間
、
ガ
マ
ン
し

て
働
き
続
け
て
き
た
実
態
、

差
別
さ
れ
続
け
て
き
た
積
年

の
思
い
を
、
裁
判
長
・
裁
判

官
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
訴
え
た
。
次
回

期
日
は
10
月
16
日
（
月
）
午

前
10
時
30
分
に
東
京
高
裁
812

号
法
廷
。
支
援
傍
聴
を
!!

7
月
28
日
、
あ
ら
か
ぶ
裁

判
の
第
3
回
口
頭
弁
論
が
東

京
地
裁
１
０
３
号
大
法
廷
で

開
か
れ
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、

支
援
者
約
30
人
は
10
時
よ
り

地
裁
前
で
ビ
ラ
ま
き
と
マ
イ

ク
情
宣
を
お
こ
な
っ
た
。

昨
年
11
月
原
子
力
損
害
賠

償
法
（
原
賠
法
）
に
よ
り
東

京
地
裁
に
提
訴
し
て
以
来
こ

の
日
、
第
3
回
目
の
裁
判
で

弁
護
団
の
反
証
が
始
ま
っ
た
。

被
告
の
東
電
は
、
「
百
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
の
低
線

量
被
ば
く
と
白
血
病
発
症
と

の
因
果
関
係
は
医
学
的
・
科

学
的
に
立
証
さ
れ
て
い
な
い
」

と
全
面
的
に
反
論
し
て
争
う

構
え
だ
。
あ
ら
か
ぶ
裁
判
は
、

●

報
告
集
会
●

続
い
て
報
告
集
会
が
、
参

議
院
会
館
の
会
議
室
で
行
わ

れ
た
。
あ
ら
か
ぶ
さ
ん
夫
妻

は
じ
め
約
70
人
が
参
加
し
た
。

初
め
に
、
弁
護
団
か
ら
準

備
書
面
の
概
略
解
説
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
①
第
2
原
発
で

の
個
人
線
量
計
を
持
た
な
い

作
業
の
実
態
、
第
1
原
発
で

の
鉛
ベ
ス
ト
不
足
と
着
用
時

の
線
量
測
定
で
の
法
令
違
反

な
ど
を
指
摘
し
た
。
②
低
線

量
被
ば
く
と
が
ん
の
発
生
と

の
因
果
関
係
を
示
唆
す
る
研

究
8
論
文
が
紹
介
さ
れ
た
。

そ
し
て
東
電
が
依
拠
す
る

「
低
線
量
被
ば
く
リ
ス
ク
管

理
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
報
告
書
」
（
低
線
量

Ｗ
Ｇ
）
が
、
科
学
的
知
見
に

ど
ろ
ん
こ
会
分
会
は
、
ど

ろ
ん
こ
会
グ
ル
ー
プ
（
社
会

福
祉
法
人
ど
ろ
ん
こ
会
、
㈱

日
本
福
祉
総
合
研
究
所
、
㈱

ゴ
ー
エ
ス
ト
）
の
三
法
人
の

保
育
士
・
職
員
を
対
象
と
し

た
組
合
で
す
。

結
成
の
き
っ
か
け
は
二
〇

一
七
年
一
月
、
試
用
期
間
中

に
不
当
解
雇
さ
れ
た
部
長
、

そ
の
活
動
に
連
座
し
た
と
し

て
不
当
配
置
転
換
、
自
宅
待

機
の
後
に
解
雇
を
受
け
た
組

合
員
で
す
。

当
該
二
人
の
職
場
復
帰
、

不
当
解
雇
撤
回
を
求
め
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す

現
在
、
東
京
都
労
働
委
員

会
へ
の
不
当
労
働
行
為
申
立
、

東
京
地
方
裁
判
所
で
係
争
中

で
す
。

社
会
的
関
心
の
高
い
保
育

事
業
で
あ
り
、
マ
ス
コ
ミ
や

国
会
も
注
目
し
て
い
ま
す
。

東
京
労
組
で
は
、
会
社
側

と
の
団
交
、
情
宣
活
動
、
ビ

ラ
ま
き
等
を
お
こ
な
い
、
会

社
側
に
解
雇
撤
回
を
求
め
て

い
き
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
・

ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

職
場
復
帰
を
目
指
し
て
、
都
労
委
・
地
裁
で
、

闘
う

東
京
労
組
ど
ろ
ん
こ
会
分
会

束
作
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
、
こ
れ
以
上
被
ば
く
労
働

の
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
、

大
衆
行
動
と
世
論
喚
起
を
大

き
く
し
て
い
こ
う
！
と
訴
え

た
。

反
す
る
と
い
う
研
究

9
論
文
が
紹
介
さ
れ

た
。次

に
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
映
写
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
で

の
白
血
病
リ
ス
ク
を

明
ら
か
に
し
た
論
文

が
、
次
々
と
解
説
さ

れ
た
。

最
後
に
、
ユ
ニ
オ

ン
北
九
州
の
本
村
委

員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ

た
。
7
月
16
日
の
北

九
州
支
え
る
会
の
結
成
を
報

告
し
て
、
労
働
運
動
の
大
同

団
結
、
三
者
共
同
の
呼
び
か

け
で
か
ち
と
っ
た
こ
と
、
福

島
原
発
事
故
に
よ
る
命
と
健

康
を
犠
牲
に
し
た
過
酷
な
収

東
京
メ
ト
ロ
駅
売
店
の
非

正
規
労
働
者
で
つ
く
る
全
国

一
般
東
京
東
部
労
組
メ
ト
ロ

コ
マ
ー
ス
支
部
は
６
月
29
日
、

東
京
メ
ト
ロ
本
社
前
で
同
社

の
株
主
総
会
に
向
け
た
ア
ピ
ー

ル
行
動
を
行
い
、
支
援
者
ら

70
人
と
と
も
に
正
面
玄
関
前

に
座
り
込
ん
だ
。
株
主
の
国

と
東
京
都
の
担
当
者
ら
は
裏

口
な
ど
か
ら
こ
そ
こ
そ
と
入

報告会（撮影：原子力資料情報室・片岡遼平さん）
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